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Ⅲ－２ 高齢者総合相談センター運営事業実施報告 
 

高齢者及びその家族等のかかえる保健、医療、福祉等に関わる各種の心配ごと・悩み

ごと相談に応じるとともに、福祉用具の展示紹介や、高齢者向けの総合的な情報収集・

提供を行い、各相談機関との連絡調整、並びに市町村の相談体制を支援するため、各種

相談・研修事業を実施した。 
 今年度は、県から新たに受託した「認知症コールセンター」の運営事業と、昨年度から受託

している「高齢者権利擁護等推進事業」等と連携を図り、県民への相談に対応した。 

 

１．相談業務の実施内容 

(１) 相 談 日  月曜日から土曜日まで毎日 

（但し、日曜日、祝日、年末年始は休み） 

(２) 開設時間  一般相談 午前９時から午後５時まで 

専門相談 午後１時から午後４時まで 

(３) 相談方法  電話、来所、文書、メール等 

(４) 相談内容 

①一般相談  家族や人間関係、老後の不安、施設入所、在宅福祉サービス、健康・

保健・介護、就労等に関する相談 (センター相談員) 

②専門相談  法律、人生、高齢者の権利擁護・虐待、福祉用具・住宅改修等専門的

分野に関する相談 (専門相談員) 

 (５) 専門相談員及び相談日 

 

相 談 分 野 相 談 員 相    談   日 

法 律 相 談 弁  護  士 第２・第４火曜日 

人 生 相 談 学識経験者 第 １ 水 曜 日 

 高齢者の権利擁護定期相談 弁 護 士、社会福祉士 奇数月第３木曜日 

福祉用具・住宅改修相談 医療・福祉・建築の専門家 随       時 
 
 

(６) 相談業務実施状況（Ｐ．２７ ～Ｐ．２８ を参照） 
 

相 談 総 件 数   １，７５９ 件 

▨ 一般相談   １，５９２ 件 

▨ 専門相談     １６７ 件 
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（７）シルバー１１０番なんでも相談の開設 

高齢者総合相談センター（シルバー１１０番）の周知を図るため、一日総合相談 

「シルバー１１０番なんでも相談」を開設し、高齢者及び高齢者を抱える家族から 

の相談に応じた。 

▨ 期日  平成２２年 ９月１４日（火） 

▨ 場所  中央シルバーエリア 高齢者総合相談センター 

▨ 内容  なんでも相談  

        専門相談員                              

       法律相談（弁護士）、  人生相談（学識経験者）、 

        高齢者の権利擁護虐待に関する相談（弁護士、社会福祉士） 合計３名 

        一般相談、健康・介護相談は当相談センター相談員で対応 

【相談件数】 

相談種別 
相談方法 

件数（件） 
来所（件） 電話（件） 

くらしの一般相談 ６ ６ １２ 

法 律 相 談 ６ ０ ６ 

人 生 相 談 １ １ ２ 

合     計 １３件   ７件 ２０件 

 
 
２．高齢者権利擁護等推進事業の実施 

           平成１７年１１月に「高齢者虐待の防止、養護者に対する支援等に関する法律」、いわゆ

る｢高齢者虐待防止法」が施行され、高齢者の尊厳保持」の視点に立って、虐待防止などの

高齢者の権利擁護のための取り組みを推進することが求められている。このため、定期相談

窓口の設置等、専門的な相談体制等の整備を図るとともに、啓発のための研修等を行い、高

齢者の権利擁護のための取り組みを推進した。 

今年度は、特に県社会福祉士会と共催で、地域包括支援センター等の職員を対象とした

高齢者虐待対応現任者研修を開催し、相談業務の実践力の向上を図った。 

（１）高齢者権利擁護定期相談の実施    

         県内の権利擁護に関わる関係団体等との連携のもと、弁護士、社会福祉士等の専門職 

による相談員を配置した権利擁護相談窓口を設置し、相談に対応した。 

【相談実施日】 奇数月 第３木曜日（年６回） 

 ５月２１日（木）、７月１６日（木）、９月１７日（木）  

１１月１９日（木）、１月２１日（木）、３月１８日（木） 
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【相談件数】１８件 

成年後見（後見、権利擁護） に関する相談    ８件 

消費者被害（契約、金銭貸借）に関する相談    １件 

虐  待          に関する相談    １件 

その他 （財産管理、その他）          ８件  

（２）高齢者虐待対応現任者研修会の開催  

    高齢者虐待防止法にもとづく虐待対応機関、協力機関の現任者が、虐待対応にあたる上

で必要な専門的視点、技術を習得し、実践力の向上を図ることを目的として、社団法人秋

田県社会福祉士会と共催で実施した。 

▨ 期日  平成２２年 １０月２９日（金）、１０月３０日（土）、１１月６日（土） 
▨ 場所  中央シルバーエリア 研修室 
▨ 参加者 市町村高齢者虐待防止担当職員、市町村地域包括支援センター職員、 

在宅介護支援センター職員等  〔３５名〕 
▨ 研修プログラム   

  科 目 名 形式 講  師 

１日目 
(10/29) 

科目１ 高齢者虐待防止と 
市町村の責務 講義 秋田弁護士会 

武田龍生 弁護士 

科目２ 高齢者虐待対応ソーシャル 
ワークモデルと権利擁護 講義 社会福祉士 豊澤公栄 

科目３ 帳票説明（初動期、支援計画、

評価と終結） 講義 （社団）日本社会福祉士会 
企画一課長 小幡秀夫 氏 

科目４ 初動期 講義 
演習 

社会福祉士 伊藤幹子 氏 
      保泉 拓 氏 

２日目 
(10/30) 

科目５ 支援計画 講義 
演習 

社会福祉士 保坂絵美子氏 
      保泉 拓 氏 

科目６ 評価と終結 講義 
演習 社会福祉士 浅利和磨 氏 

３日目 
(11/6) 

科目７ 
総合演習１（初動体制） 
 
総合演習２（支援計画、評価） 

演習 
社会福祉士 保泉 拓 氏 

浅利和磨 氏 
保坂絵美子氏 

 
 

（３） 秋田県高齢者虐待防止・権利擁護セミナーの開催 

県内の高齢者虐待防止や権利擁護等の取り組みを一層推進するために、地域包括 

     支援センターをはじめ、行政や関係機関の連携を基に、地域の支援体制づくり、ネ 

ットワークの構築等についての理解を深めるとともに、福祉関係の支援と具体的な 

取り組みについて学び、今後の活動に活かすことを目的として実施した。 
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▨ 期 日  平成２３年 ３月２日（水） 

▨ 場 所  中央シルバーエリア 多目的ホール 

▨ 参加者  市町村、地域包括支援センター職員、居宅介護支援事業所職員  

〔１４１名〕 

▨ 内 容  ○行政報告「秋田県における高齢者虐待の現状と課題」 

県高齢者総合相談センター所長 

○講演①「高齢者虐待事例の対応と権利擁護支援の基本的理解」 

講師： NPO法人 ふくし＠JIM 理事長 小湊純一 氏 

○講義②「高齢者虐待対応と権利擁護の具体的な支援方策について」 

講師： NPO法人 ふくし＠JIM 理事長 小湊純一 氏 

○事業概要報告 「高齢者権利擁護等推進事業の概要について」 

     県高齢者総合相談センター所長 

 

 （４） 事例検討会（高齢者権利擁護等推進事業）の開催 

高齢者の尊厳の保持の視点に立ち、市町村や地域包括支援センター等の相互の連

携のもと、虐待防止、高齢者の権利擁護に関するネットワークを構築することを目

的として実施した。 

▨ 期 日  平成２３年３月３日（木）１０：００～１６：４０ 

▨ 場 所  中央シルバーエリア 多目的ホール 

▨ 受講者  市町村、地域包括支援センター職員等  〔２５名〕 

▨ 内 容  ○講義「高齢者虐待対応と市町村、地域包括支援センターの役割」 

           講師 NPO法人 ふくし＠JMI 理事長 小 湊 純 一 氏 

○講義「高齢者虐待防止と適切な市町村の対応」 

           講師 秋田弁護士会  

高齢者・障がい者問題対策委員会 委員 河 合 基 裕 氏 

○講義･演習「高齢者虐待における帳票の活用について」 

講師 県社会福祉士会 ぱあとなあ秋田 

 副委員長 伊 藤 幹 子 氏 

 

３．運営委員会の開催 

▨ 期 日  平成２３年２月１５日（水） １３：３０～１４：３０ 
▨ 場 所  中央シルバーエリア 研修室 
▨ 出席者  運営委員(別紙) 
▨ 内 容  平成２２年度 高齢者総合相談センター事業の実施状況について 
      平成２３年度 高齢者総合相談センター事業の実施計画について 

 

４．情報の収集、整理、提供 

（１） 情報の収集、整理 

高齢者相談関係機関一覧の整備や老人福祉各種制度、居宅サービス事業所、介護保険

施設、病院、福祉用具、シルバービジネスなど高齢者に関する情報収集につとめ、相談

活動に必要な定期刊行物や図書資料の整備を行った。 
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（２） 情報誌による高齢者向け情報の発信 

秋田魁新報社から隔月発行されている生活情報誌「郷」（255,000 部発行）に、財団

情報を掲載。財団事業の案内をはじめとした総合的な情報を発信して、明るい長寿社会

にむけた啓発普及に努めた。Vol.82～87 

高齢者総合相談センター関係では、専門相談・一般相談日の周知、相談事例の紹介、

福祉用具・住宅改修例の紹介等について掲載し、ＰＲに努めた。 

 

５．福祉機器等の常設展示 

介護実習・普及センターと連携し、福祉機器展示コーナーとして、モデルルームや福祉

用具の展示・相談を行った。 
福祉用具を実際に試すために、他相談機関からの紹介で来所する相談者が増加しており、

福祉用具等の相談機関として定着してきている。 
 

６．介護保険に関する相談・苦情の状況調査 

介護保険に関する相談・苦情の状況を調査、集計を３ヶ月毎に行っている。調査 

結果を秋田県国民健康保険団体連合会に情報提供することにより連携を図っている。 

 

第１回目 ４月～ ６月 ２件 

第２回目 ７月～ ９月 １件 

第３回目 １０月～１２月 ０件 

第４回目  １月～ ３月 ２件 



区　　　分 機　関　・　団　体 職　　　名 氏　　　名

（社）秋田県医師会 常任理事 西 成  　忍

（社）秋田県看護協会 常務理事  ○ 佐藤　潤子

（社）秋田県理学療法士会 理　　事 菅原　慶勇

秋田県作業療法士会 監　　事 石川　隆志

（社）秋田県社会福祉士会 事務局長 佐藤　俊一

秋田県介護福祉士会 事務局長 畠山　朋寿

秋田県老人福祉施設協議会
調査研究・研修

委員
佐藤与志夫

　秋田県老人保健施設
連絡協議会

会　　長 稲庭千弥子

秋田県地域包括・
在宅介護支援センター協議会

幹事座長 小川　卓也

(社福)秋田県社会福祉協議会 事務局長 高 橋　　豊

(財)秋田県老人クラブ連合会 副会長 仲村  盛吉

秋田県民生児童委員協議会 会　　長 太田　春海

(財)秋田県長寿社会振興財団 事務局長 豊澤　公栄

秋田県健康福祉部
　福祉政策課

課    長 明石　直樹

秋田県健康福祉部
　障害福祉課

課　　長 菅原　政志

秋田県健康福祉部
　長寿社会課

課　　長 小野　昌樹

　◎　委員長　　○副委員長　　　所属・職名等は、平成２３年３月３１日現在　　（敬称省略）

行 政 機 関

秋田県高齢者総合相談センター運営委員会委員名簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（任期）　平成２１年４月１日～平成２３年３月３１日

学識経験者

福祉・保健医療

機関等の関係者

　　　　日本赤十字秋田短期大学
介護福祉学科

学科長
 ◎ 村上　照子
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相 談 実 績 統 計 資 料 
 
①相談分類別件数の推移 

相  談  分  類 
平 成 ２２ 年 度 平 成 ２１ 年 度 前年比 

％ 件数（うち専門相談） 構成比 件数（うち専門相談） 構成比 

家 族 ・ 家 庭 関 係 442  (31) 25.1% 380  (25) 22.3% 116.3% 

人  生 ・ 家  族 319 (29)  297 (24)   

家  庭  生  活 105 (2)  71 (1)   

そ   の   他 18 (0)  12 (0)   

法  律  関  係 507 (132) 28.8% 542 (150) 31.8% 93.5% 

家  族  問  題 74   (24)  80  (30)   

財  産 ・ 金  銭 269 (78)  294 (88)   

事  故 ・ 賠  償 21 (8)  15 (5)   

人 権 68 (14)  98 (19)   

そ の 他 75 (8)  55 (8)   

経 済 ・ 生 活 関 係 112 (1)  6.4% 136 (5)  8.0% 82.4% 

生 計 26 (0)  15 (0)   

所 得 保 障 24 (0)  14 (0)   

年 金 ・手 当 ・恩 給 13 (0)  9 (1)   

税 金  4 (0)  8 (0)   

住 宅 ・ 設 備 11 (0)  28 (3)   

仕 事 33 (1)  60 (1)   

そ の 他 1 (0)  2 (0)   

福 祉 サ ービ ス 関 係 550 (3) 31.3% 459 (1) 26.9% 119.8% 

在宅福祉サービス 88 (1)  70 (0)   

施 設 等 サー ビ ス 68 (0)  36 (0)   

相談機関・施設情報等 55 (0)  34 (0)   

福祉機器・住宅改修 221 (1)  141 (1)   

介 護 ・ 介 助 81 (1)  136 (0)   

そ の 他 37 (0)  42 (0)   

いきがいづくり関 係 20 (0) 1.1% 26 (0) 1.5% 76.9% 

趣 味 余 暇 活 動 8 (0)  2 (0)   

社 会 参 加 8 (0)  14 (0)   

行 事 情 報 1 (0)  1 (0)   

そ の 他 3 (0)  9 (0)   

保 健 ・ 医 療 関 係 128 (0) 7.3% 162 (0) 9.5% 79.0% 

保 健 衛 生 19 (0)  38 (0)   

医 療 相 談 91 (0)  87 (0)   

医 療 費 9 (0)  15 (0)   

医 療 関 係 機 関 

そ の 他 

3 

6 

(0) 

（0） 

 

 

13 

9 

(0) 

（0） 

  

計 1,759 (167) 100.0% 1,705 (181) 100.0% 103.2% 
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②相談者の状況 
 ＜ 性 別 ＞ 
  女性からの相談が全体の約68.3％、男性からの相談は約31.6％で前年度とほぼ同じ割合と

なっている。 

 
 

 男 性 女 性 不 詳 

平成２２年度 ５５６ 件（３１．６％） １，２０１件 (６８．３％)  ２件 (０．１％) 

平成２１年度 ５４６件(３２．０%)  １，１５９ 件(６８．０％)  ０件 (０．０％) 

 

 ＜ 年 齢 ＞ 

    相談者の年齢は、１０歳代から９０歳代にわたる。６０歳代(２６．６％)が最も多く、 

続いて５０歳代(２３．０％)、７０歳代(２０．７％)、４０歳代(１２．８％)、８０歳以 

上(７．３％)、となっている。８０歳以上の高齢者から１２８件の相談があった。 

 

<相談者の年齢> 

年齢 

年度 

30歳 

未満 
30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 不明 計 

平成２２年度 
24 

(1.6) 

102 

(6.6) 

272 

(12.8) 

371 

(23.0) 

425 

(26.6) 

401 

(20.7) 

128 

(7.3) 

36 

(1.4) 

1,759件 

(100.0%) 

平成２１年度 
27 

(1.6) 

112 

(6.6) 

218 

(12.8) 

393 

(23.0) 

453 

(26.6) 

353 

(20.7) 

125 

(7.3) 

24 

(1.4) 

1,705件 

(100.0%) 
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＜相談者の居住地＞ 

   相談者の居住地は、県中央地区が全体の７３．１％、秋田市の居住者は全体の６５．９％

である。県外からは３７件の相談があったが、県内に住む高齢の両親の介護に関する相談

が子どもから寄せられているものであった。 

<相談者の居住地> 

支 部 
相談 

件数 
構成比 町村部 

相談 

件数 
構成比 地 区 

相談件数構成比 

平成２２ 

年度 

平成２１ 

年度 

鹿 角 市 18 1.0% 小 坂 町 0 0.0% 

県 北 
144件 

(8.2%) 

91件 

(5.3%) 

大 館 市 29 1.6% 上小阿仁村 9 0.5% 

北秋田市 34 1.9% 藤 里 町 6 0.4% 

能 代 市 34 1.9% 八 峰 町 0 0.0% 

   三 種 町 14 0.8% 

男 鹿 市 27 1.5% 五城目町 15 0.9% 

中 央 
1,286件 

(73.1%) 

1,264件 

(74.1%) 

潟 上 市 28 1.6% 八郎潟町 1 0.1% 

秋 田 市 1,159 65.9% 井 川 町 2 0.1% 

由利本荘市 41 2.3% 大 潟 村 6 0.4% 

にかほ市 7 0.4%    

大 仙 市 72 4.1% 美 郷 町 5 0.3% 

県 南 
174件 

(9.9%) 

191件 

(11.2%) 

仙 北 市 32 1.8% 羽 後 町 10 0.6% 

横 手 市 30 1.7% 東成瀬村 2 0.1% 

湯 沢 市 23 1.3%    

市 部 計 1,491 87.5% 町村部計 70 3.2% 
 不明・ 

県外 

155件 

(8.8%) 

159件 

(9.4%) 
不  明 118 6.7% 

 
  

県  外 37 2.1% 合  計 
1,759

件 
100.0% 1,759件(100.0%) 

1,705件 
 (100.0%) 
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③相談対象者の状況 
＜ 性 別 ＞ 

  相談対象者は約５２．８％が女性であるが、相談者では女性が約６８．３％である。 
 

 ＜ 年 齢 ＞ 

７０歳代が最も多く、順に、８０歳以上、６０歳代、５０歳未満となっている。 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜対象者の居住形態＞ 

   

居住形態は、その他を除き同居が最も多く５６１件（３１．９％）、順に独り暮らし２９２件 

（１６．６％）、夫婦所帯２６２件（１４．９％）、施設等入院１８４件（１０．５％）である。 

   

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<対象者の年齢> 

<対象者居住形態> 

292件
(16.6%）

262件
(14.9%)

561件
(31.9%)

184件
(10.4%)

460件
(26.2%)

0

150

300

450

600

独り暮らし 夫婦世帯 同居 入所・入院 その他

件 

202

453

480

251

145

228

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

50歳未満

50歳以上

60歳以上

70歳以上

80歳以上

不明 件 
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前年度と比較すると、独り暮らしが４．８ポイントの増、同居が３．７ポイントの増となっ 

ており、施設等入所・入院が逆に１．２ポイントの減となっている。 

 

＜対象者の健康状態＞ 

健康状態は、健康な人が約３２．１％で、病気（身体）、認知症、要介護３、身体障害、病気

（精神）、要介護２の順となっている。             （健康状態は複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住形態 
年度 同居 夫婦所帯 独り暮らし 施設等 

入所・入院 その他 計 

平成２２年度 
５６１ 
(31.9) 

２６２ 
(14.9) 

２９２ 
(16.6) 

１８４ 
(10.5) 

４６０ 
(26.1) 

１，７５９件 
(100%) 

平成２１年度 
４８０ 

(28.2) 

２４９ 

(14.6) 

２０１ 

(11.8) 

２００ 

(11.7) 

５７５ 

(33.7) 

１，７０５件 

(100%) 

<対象者健康状態> 複数回答可 

54 48 71
90

42 29 46 15
2

74

171

7

565

74

202

482

0

200

400

600

800

1000

要

支

援

要

介

護

Ⅰ

要

介

護

Ⅱ

要

介

護

Ⅲ

要

介

護

Ⅳ

要

介

護

Ⅴ

虚

弱

精

神

障

害

知

的

障

害

身

体

障

害

認

知

症

社

会

的

不

適

応

健

康

病

気

（

精

神

）

病

気

（

身

体

）

不

明

件 



5月 6月 7月 8月 9月 10月 １２月 １月 ２月 ３月

一　般 専　門 計 一　般 専　門 計 一　般 専　門 計 一　般 専　門 計 一　般 専　門 計 一　般 専　門 計　 一　般 専　門 計 一　般 専　門 計 一　般 専　門 計 一　般 専　門 計 一　般 専　門 計 一　般 専　門 計 一　般 専　門 計

家族・家庭関係 34 2 36 27 1 28 37 3 40 29 3 32 35 1 36 48 5 53 38 3 41 36 1 37 19 3 22 28 3 31 36 4 40 44 2 46 411 31 442

人　生・家　族 28 2 30 16 1 17 25 3 28 21 3 24 28 1 29 35 5 40 33 3 36 23 1 24 12 3 15 21 3 24 15 2 17 33 2 35 290 29 319

家　庭　生　活 6 0 6 9 0 9 9 0 9 7 0 7 4 0 4 11 0 11 5 0 5 11 0 11 5 0 5 6 0 6 21 2 23 9 0 9 103 2 105

そ　　の　　他 0 0 0 2 0 2 3 0 3 1 0 1 3 0 3 2 0 2 0 0 0 2 0 2 2 0 2 1 0 1 0 0 0 2 0 2 18 0 18

法　律　関　係 38 12 50 38 13 51 30 10 40 40 15 55 33 11 44 30 12 42 30 10 40 27 9 36 34 9 43 20 12 32 27 9 36 28 10 38 375 132 507

家　族　問　題 6 3 9 9 4 13 5 4 9 4 0 4 6 3 9 2 2 4 4 1 5 1 0 1 4 1 5 3 1 4 3 2 5 3 3 6 50 24 74

財　産・金　銭 21 8 29 23 7 30 11 6 17 23 9 32 15 6 21 19 7 26 9 3 12 16 5 21 13 7 20 11 9 20 16 5 21 14 6 20 191 78 269

事　故・賠　償 4 1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 3 0 1 1 4 4 8 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2 1 3 0 0 0 13 8 21

人　　　　　権 0 0 0 1 1 2 5 0 5 3 5 8 5 0 5 6 1 7 6 0 6 5 3 8 7 1 8 5 2 7 1 0 1 10 1 11 54 14 68

そ　　の　　他 7 0 7 5 1 6 9 0 9 10 1 11 5 1 6 3 1 4 7 2 9 5 1 6 9 0 9 1 0 1 5 1 6 1 0 1 67 8 75

経済・生活関係 8 0 8 8 0 8 7 0 7 8 0 8 7 0 7 21 0 21 6 0 6 8 0 8 12 0 12 3 0 3 16 0 16 7 1 8 111 1 112

生　　　　　計 3 0 3 3 0 3 2 0 2 3 0 3 2 0 2 2 0 2 1 0 1 5 0 5 1 0 1 1 0 1 3 0 3 0 0 0 26 0 26

所　得　保　障 2 0 2 0 0 0 1 0 1 2 0 2 2 0 2 11 0 11 2 0 2 0 0 0 2 0 2 1 0 1 0 0 0 1 0 1 24 0 24

年金・手当・恩給 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 4 0 4 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 2 3 0 3 13 0 13

税　　　　　金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0 1 4 0 4

住　宅・設　備 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 6 0 6 0 0 0 11 0 11

仕　　　　　事 3 0 3 2 0 2 2 0 2 3 0 3 2 0 2 4 0 4 2 0 2 0 0 0 8 0 8 0 0 0 4 0 4 2 1 3 32 1 33

そ　　の　　他 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

福祉サービス関係
50 0 50 52 1 53 56 0 56 44 0 44 35 0 35 60 1 61 43 0 43 39 0 39 38 0 38 31 1 32 66 0 66 33 0 33 547 3 550

在宅福祉サービス 6 0 6 6 0 6 8 0 8 7 0 7 10 0 10 9 0 9 6 0 6 7 0 7 8 0 8 5 1 6 9 0 9 6 0 6 87 1 88

施設等サービス 5 0 5 9 0 9 2 0 2 6 0 6 4 0 4 6 0 6 5 0 5 4 0 4 7 0 7 4 0 4 9 0 9 7 0 7 68 0 68

相談機関・施設情報等
4 0 4 2 0 2 5 0 5 7 0 7 4 0 4 7 0 7 1 0 1 6 0 6 3 0 3 4 0 4 4 0 4 8 0 8 55 0 55

福祉機器・住宅改修
20 0 20 25 0 25 23 0 23 15 0 15 11 0 11 19 1 20 22 0 22 18 0 18 15 0 15 10 0 10 33 0 33 9 0 9 220 1 221

介　護・介　助 12 0 12 7 1 8 13 0 13 6 0 6 3 0 3 12 0 12 8 0 8 4 0 4 5 0 5 5 0 5 4 0 4 1 0 1 80 1 81

そ　　の　　他 3 0 3 3 0 3 5 0 5 3 0 3 3 0 3 7 0 7 1 0 1 0 0 0 0 0 0 3 0 3 7 0 7 2 0 2 37 0 37

いきがいづくり関係
5 0 5 2 0 2 0 0 0 2 0 2 0 0 0 1 0 1 2 0 2 2 0 2 1 0 1 3 0 3 0 0 0 2 0 2 20 0 20

趣味余暇活動 3 0 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 8 0 8

社　会　参　加 2 0 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0 2 8 0 8

行　事　情　報 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1

そ　　の　　他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3

保健・医療関係 20 0 20 9 0 9 11 0 11 15 0 15 12 0 12 10 0 10 14 0 14 5 0 5 4 0 4 8 0 8 7 0 7 13 0 13 128 0 128

保　健　衛　生 3 0 3 0 0 0 2 0 2 4 0 4 2 0 2 0 0 0 3 0 3 2 0 2 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 19 0 19

医  療  相 　談 15 0 15 8 0 8 6 0 6 9 0 9 10 0 10 10 0 10 6 0 6 3 0 3 3 0 3 6 0 6 6 0 6 9 0 9 91 0 91

医　　療　　費 1 0 1 1 0 1 2 0 2 2 0 2 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 9 0 9

医療関係機関 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 3 0 3

そ　　の　　他 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 6 0 6

合　　　　計 155 14 169 136 15 151 141 13 154 138 18 156 122 12 134 170 18 188 133 13 146 117 10 127 108 12 120 93 16 109 152 13 165 127 13 140 1,592 167 1,759

④平成２２年度月別高齢者総合相談センター実績状況

相　談　内　容
4月 １１月 合　　計

平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日

 27-28
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Ⅲ－３ 認知症コールセンター運営事業実施報告 

 
認知症の人や家族に対しては、認知症の各ステージにおいて、認知症の知識や介 

護技術の面だけではなく、精神面も含めた様々な支援が重要であることから、認知 

症介護の専門家や介護経験者等が対応するコールセンターを設置し、認知症の人や 

家族が気軽に相談できる相談窓口体制の構築を図った。 

本コールセンターの設置により、認知症になっても住み慣れた地域で安心して生 

活できるよう、関係機関と連携を図り支援するため、県民への相談に対応した。 
 
＜相談業務の実施内容＞ 

 

（１）コールセンター開設年月日   平成２２年４月１日 

（２）相談専用電話  ０１８（８２９）２２７５ 

（３） 相 談 日   月曜日から土曜日まで毎日 

（但し、日曜日、祝日、年末年始は休み） 

（４） 開設時間   午前９時から午後５時まで 

（５） 相談方法    電話、来所、文書、メール等 

（６) 相談対象   認知症高齢者ご本人やご家族等の介護者など 

（７） 相談内容 

認知症の症状・対応の方法、家族関係、心身の問題、介護保険 

関係、経済的問題・成年後見関係、医療関係、苦情、その他 

(８) 相談内容・件数 

平成２２年度   ２９６ 件（詳細は別紙） 

 

認知症コールセンターの相談件数は、２９６件（延べ５１９件）となっている。 

本人や介護者から、症状や対応についての相談が一番多く延べ１６０件、次いで 

医療関係が延べ８８件、介護保険関係の相談が８６件となっている。 

 医療関係の相談の多くは、『本人が受診を嫌がるので、受診につなげることが難 

しい』、『どこの医療機関で受診したらよいか』など、初期段階での相談が多い。 

心身の問題に関する相談も延べ８０件と多く、認知症の方を介護している家族 

の方の負担が大きいことがうかがえる。 



（上位３項目の複数回答）

相談内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 ％

①症状・対応の方法
　（本人介護者）

52 17 16 8 10 10 8 7 9 14 7 2 160 54.1%

②家族関係 7 3 7 2 2 3 2 4 2 3 4 1 40 13.5%

③（本人・介護者）の
　　心身の問題

10 7 4 7 5 7 3 7 7 14 5 4 80 27.0%

④介護保険関係 29 9 5 6 4 5 8 2 3 6 7 2 86 29.1%

⑤経済的問題・
　成年後見関係

6 3 2 2 1 1 0 0 0 0 0 3 18 6.1%

⑥医療関係
　（受診入院・紹介）

26 8 8 2 6 4 5 3 4 11 6 5 88 29.7%

⑦苦情 0 0 2 0 1 1 2 0 0 0 1 0 7 2.4%

⑧その他 11 3 3 2 1 5 4 2 6 1 0 2 40 13.5%

延べ件数 141 50 47 29 30 36 32 25 31 49 30 19 519

各月の相談件数 85 27 28 15 15 20 17 10 18 23 22 16 296

平成２２年度　認知症相談内容別表（認知症コールセンター）　４月～３月件数２９６件

※複数の内容に関る相談については上位３項目までをカウントしている。
※相談者は問題視していないが、相談対応で必要と回答している項目はカウントしている。
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